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EduCake 概略(入門編) 

 

1. 概要 

日常生活の中では様々な玩具、電気製品、リモコン、工場生産ライン、コン

トローラ、各種機器制御等にマイコンや CPU 等が組み込まれています。電子回路

等を学習した事が無い一般の方にとって、マイコンをどのように使うかは非常に

難しい事です。様々な電子部品の機能、回路の設計、簡易言語の記述等を習得す

るには非常に多くの時間が掛かり、普通の方はこれらの理解の大変さから直ぐに

学習を諦めてしまいます。 

しかし、これらの流れが数年前にイタリアのエンジニアにより開発された

Arduino と呼ばれるマイコンをベースとしたオープンソースのハードに依って解

消されました。この Arduino が提供する開発環境は初心者にとって非常に使いや

すいものでした。ソフトの構築手法が親切で、各国の言語での解説等がネット上

から簡単に入手出来ます。 関連部品として提供するモジュール等が安価で入手

しやすい事も強みとなっています。 しかし最も重要な事は回路が完全に公開さ

れている事です。 これらのメリットから様々な分野で広く教材として用いられ

ている Arduino です。 

台湾メーカが独自の設計技術により製造した 86Duino 制御基板シリーズはこ

のような背景からリリースされました。 台湾メーカが独自研究で開発製造した

86Duino は Arduino と比較して以下の様な素晴らしい規格・仕様となっています： 

 300MHz 32 ビット x86 SoC 

 128MB DDR3 メモリ内蔵 

 PC レベルのネットワーク I/F 

 USB 2.0 x 2 ポート 

 Micro-SD   

 オープンソースハードウェア 

 DOS, Windows, Linux 等の OS に対応  
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 Arduino 完全互換開発環境を IDE にて提供 従来 Arduino を経験したユーザ

であれば新たに時間を掛けて習得する必要が無い。 元々Arduino に付属し

ているサンプルプログラムは全く修正せずに 86Duino で使用する事が出来る。 

大部分の Arduino が持っているファンクションライブラリも 86Duino でサポ

ートされている。 

86Duino シリーズの EduCake は初心者向けにデザインも洗練されたブレッド

ボードとして使える教育向け仕様です。 学生向けの教材等にも使える小型 PC

をベースとした制御 Box です。 

 

  

図 1-EduCake 外観 図 2-EduCake 背面 図 3-EduCake 前面 

 

図 4-EduCake サイズ 

 

EduCake を真上から見るとシルク上で Digital 0~13, Analog 0~5, GND, 5V, 

3.3V, RX/TX 等がはっきり見えます。Arduino Leonardo と全く一緒のピン配列とな

っています。 (プログラミング記述に関しても 1 文字の変更も無く使用できる) 
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図 5- EduCake ピン配列 

主なピン、コネクタ紹介: 

A) Digital0~20, 31,32, 42~44 合計 26 個の一般のデジタル IO に使用可能。電流

最大容量 16mA、電流制限により誤った使い方から保護する事で、初心者に

大胆かつ安心して回路作成を試す事が可能。 

B) Analog0~5 アナログ入力 

C) TTL3 セット RX/TX, RX2/TX2, RX3/TX3 各種の通信に利用可能 

D) "~"標記の PWM サポートピンは Arduino 互換 但し 86Duino で構成した

EduCake は Digital 13, 31, 32 の 3 ピンも PWM として使用可能 

E) SCL/SDA は I²C 用ピン Arduino 328 では I²C を使用する場合 Analog 4, 5 が

犠牲となるが 86Duino では同時使用が可能。 

F) EA0~1, EB0~1, EZ0~1 はモーションコントローラのエンコーダとして使用 

この機能は Arduino ではオプションとなっている 

G) 5V は 5V 入力のバイパス出力となる 3.3V は Max800mA 出力 

おそらく Arduino の経験者でも親切な設計と感じる事でしょう。 操作も一

緒、追加された機能は未経験者でも直ぐに使いこなせ、外見サイズも丁度良い手

のひらに乗る適度なサイズ、金属のキャビネットで内部回路を保護しかつ美しい

デザインに仕上がっています。
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  delay(200); // 遅延、点灯間隔を調整 大：ゆっくり、小：速い 

} 

以上で 8 個の LED が順番に点灯／消灯を繰り返します 

以下の記述は 

pos=(pos+1)%8; 

以下と同じプログラミングとなり、どちらでも使えます 

pos ++;  

if (pos>=8) pos =0; 

最後の行 delay(200)は()内の変数で点灯のスピードを変化させる効果があり

ます。 

5. プログラミング第 3 回 

前のプログラムが完了したら、この章では COM の通信機能を使ってパソコ

ン等との通信により更なる応用が出来ます。パソコン側でも対応する応用プログ

ラムが必要ですが通信ソフトを用いて Educake の制御が出来ます。パソコン側、

Educake 側共にプログラミングが必要です。 

EduCake 側でのプログラミング: 

int led[]={ 

  3,5,6,9,10,11,13,31}; 

int pos =0; 

void setup() {  

  Serial.begin(9600); // COM の通信速度設定 

// 通信速度 9600/19200/38400/115200 等が一般的 

// 両者の通信速度は一緒にする必要がある 

  for(int a=0;a<8;a++) 

    pinMode(led[a],OUTPUT);  

} 

 

void loop() {   
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この部分に関しては、Windows のプログラミング手法に依るものなので説明

は省きますので VB に含まれるサンプルプログラムを参考にして下さい。より多

くの変化を求めるのであれば Mouse スクロールの動きによって点灯／消灯と応用

させる事も可能です。更に、可変抵抗と結合し点灯の明るさを制御する事も可能

です。 

一部の人には C#が必要になりますが、VB2C#のキーワードでネット上で検索

が可能です。 

敢えて記述するとこのプログラムには少し欠点があります。一度点灯すると

消灯の処理が含まれてない事です。目的の LED をボタン選択して点灯させたかど

うか明確にする為、以下の処理を追加して消灯処理を行う。

digitalWrite(led[ch-49],HIGH); 

次の様に修正 

{ 

 digitalWrite(led[ch-49],HIGH); 

 delay(1000); 

 digitalWrite(led[ch-49],LOW); 

} 

修正内容は 1 秒の点灯後に消灯が行われる。 

 

6. プログラミング第 4 回 

前の基本機能を理解したうえで次のステップに移ります。この章ではデジタ

ルに関する紹介です。LED 点灯を使ったゲームを作成する場合、以下のプログラ

ムが参考として使えます。 

int led[]={ 

  3,5,6,9,10,11,13,31}; 

 

// ゲーム：LED 移動 

// 3 つの変数を使って LED の点灯位置と方向を制御 
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int nowPos =2; // 最初に点灯する LED 

int midPos=1; // 中間に点灯する LED 

int lastPos=0; //最後に点灯する LED 

int dir=1; // 点灯する LED の方向 1:小->大, -1:大->小 

 

int spd = 20; // 移動速度 

 

void setup() {  

  Serial.begin(9600);  

  for(int a=0;a<8;a++) 

    pinMode(led[a],OUTPUT);  

  randomSeed(analogRead(0)); // 乱数関数初期化 

} 

 

void loop() {   

  if (Serial.available()) 

  { 

    char ch=Serial.read(); 

    if (ch=='1') // UI からの入力操作を実行 

    { 

      spd =20; 

      // nowPos =2; 

      midPos=nowPos-1; 

      lastPos=nowPos-2; 

      dir =1; 

    }   

  } 

  if (spd<220) // 速度が段々ゆっくりとなり、220 以上になった時移動が止ま

り、乱数を発生 

  { 

    digitalWrite(led[nowPos],HIGH); // 先頭の LED を最も明るく点灯 

    if (midPos<8 && midPos>=0) 
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      analogWrite(led[midPos],40); // 中間の LED を次に明るく点灯 

    if (lastPos<8 && lastPos>=0) 

      analogWrite(led[lastPos],15); //最後の LED を暗く点灯 

 

    delay(spd);  

 

    spd +=5; 

    //速度が段々ゆっくりとなり、220 以上になった時移動が止まり、乱数を

発生 

    if (spd>=220 )  

    { 

      if (midPos<8 && midPos>=0) // 以下はこれらの配列を消灯する 

        digitalWrite(led[midPos],LOW); 

      if (lastPos<8 && lastPos>=0) 

        digitalWrite(led[lastPos],LOW); 

      digitalWrite(led[nowPos],LOW); 

 

      digitalWrite(led[random(0, 8)],HIGH);//乱数が発生した位置の LED が点

灯 

      spd =1000; 

    } 

 

    if (lastPos<8 && lastPos>=0) 

      digitalWrite(led[lastPos],LOW); //最後尾の LED を消灯して、前進の準備 

    lastPos=midPos; 

    midPos=nowPos; 

    nowPos+=dir; 

    if (nowPos>7)  

    { 

      nowPos=7; 

      midPos=8; 

      lastPos=9; 
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      dir=-1;  

    } 

    else  if (nowPos <0) 

    { 

      nowPos=0; 

      midPos=-1; 

      lastPos=-2; 

      dir=1;  

    } 

  }  

 

  delay(spd/3);   

} 

 

 

最後の行は 

delay(spd/3);  

spd 変数によって delay を変化させる。この部分の速度の変更はプログラミン

グによりいろいろ設定できるが、UI を使ってスピードを変更する事も可能。 

次に UI 若しくは SerialMonitor を使って制御したくない場合、直接スイッチ

(Digital12 に取りつけた)を使ってコントロール可能。修正後のプログラムコードは

以下の通り。 (重複する箇所は。。。で省略): 

。。。 

void setup() {  

  。。。 

  pinMode(12,INPUT); // この行を追加して 12 ピンを入力とする 

} 

 

void loop() {   

  int bb; 
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  bb=digitalRead(12); // ピン 12 の状態を読み取る 

  Serial.println(bb); // スイッチの ON/OFF をデバッグ用に出力 

  if (bb==1) // 1：スイッチ ON 

    run_again(); //再度実行 

 

  。。。 

} 

 

void run_again() // 上記の LOOP 以外に、以下を記述して再初期化 

{ 

  spd =20;  

  midPos=nowPos-1; 

  lastPos=nowPos-2; 

  dir =1; 

} 


